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います。 なお 仕 合せな ことに は、 彼女が いくらか 面倒 

をみ て やって いた 郷里 名 古屋の 母と 妹と が、 近頃 文 房 

具屋を はじめて、 それが 案外よ くいって、 その 方の 心 

配が 一 切なくな つたと ころでした。 

少々 無謀の ようで はあり ましたが、 地所と 家作との 

一部 を、 親父に 内緒で 抵当に 入れて、 少し まとまった 

金を掊 えました。 そして 間口 二 間 ほどの 小さな 商店 を 

譲り受け、 多少 手 を 入れ、 御菓子 化粧品の 店に して、 

彼女 を 住せました。 親元 身 請と いう ことにして、 そつ 

と 落籍 さした のです。 そして 彼女 は、 とき 弥 から 本名 

のト キエと なって、 新ら しい 店の 女主 人となりました _ 



誰でも 感ずる 事柄で、 茲に 改めて 云う に は 及びます ま 

い。 それから 次に、 生れて くる 子供の 戸籍の ことで ひ 

どく 頭 をな やましました。 母親 は 内々 私の 素行 を 感づ 

いたか も 知れません が、 それ かって、 年と つてる 両親 

に 今更 子供の こと も 頼み かねます し、 私と して は トキ 

ヱと 結婚す る 気なん か 少しもなかった のです。 考え あ 

ぐんで は、 彼女の 眼にまで つくよう になったら しいん 

です …… 。 尋ねられて、 私 は そのこと を 打明けました _ 

「いい わ、 あたしが いいよう にしと くから …… ご 

彼女 は 事 も なげに 云って、 微笑みました。 そして 名 

古屋の 母と どういう 風に 話 をつ けた もの か、 子供 は 彼 



うな 眼 付が、 更に 私の 胸 を剌し 〔# 「刺し」 は 底本で は 

「剌し 匕 ました。 

「この頃 はどう だい？」 

そう 何気なく 尋ねられても、 私 は 苦笑 を 返す だけで 

した。 そして いつぞや 彼と 喧嘩腰で 云いあった 時の 言 

葉な どが、 ちらちら 頭の 底に 浮んで きました。 そうだ 

…… 。 私 はいろ いろな ことで、 親父に 内緒で 借財 も あ 

るし、 この 際 何 か 仕事 を 見つけて 働こう …… かしら。 

仕事 …… それ 自身 はたと え 無意味な もので あ つ て も、 

それ は 私の 生活に 或る 目的 を 与えて くれる かも 知れな 

い。 そしたら 彼女の …… 肉体に も、 何 か …… 何 か …… 



と 云う にち がいありません。 その 分りき つてる ことが 

…… それだけで いいの かと、 自分の ことにな つて、 不 

安になる のです。 誰かがん と 殴り倒して くれる 者が 

あったら …… 私 を 9 彼女 を 9 いや、 それより 

も、 私達 はもう 別れられ なくなって いるの を、 私 は 現 

実に そして 憂欝に 感じて いました …… 。 一体 私 は 何 を 

求めて いたのでしょう …… 。 
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